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特別展

第53回正倉院展
東・西新館

10月27日(t)~ll月12日（月）

特別陳列

岡寺の歴史と美術
東新館 9月18日(j<)~10月8日（月・祝）

生誕800年記念特別陳列

西大寺興正菩薩叡尊 1201-90
民衆を救った生き仏

東新館 12月 1日（土）~12月24日（月保休）

特集展示

大仏殿様の四天王像／地蔵菩薩とその周辺
本館 ~12月2日（日）

善円と快成／動物たちの彫像
本 館 12月4日沢~12月24日（月・振休）

平常展

仏教美術の名品
本 館 ~12月24日（月・振休）

西新館 ~10月8日（月・祝）、

11月28日因~12月24日（月・振休）

年末年始の休館： 12月25日肉~l月3日因

〔写真解説〕
とり 11じょうせいぷんしJ氾ょうふ

正倉院宝物 鳥毛帖成文書屏風

この屏風は天平勝宝 8歳(756)6月21日に施入された屏風百

畳中の一つで、もとは聖武天阜の遣愛の品であった。各扇に君

主の名鑑とすべき座右銘を楷書で八字二行に表し、文字には畠

の毛を貼り、輸郭を黒みを帯びた鳥毛でくくっている。鳥毛は

日本産のキジや山烏の羽毛、肩の羽などが用いられている。今

回出陳の第五扇には「清貧長楽濁常恒憂 孝嘗褐｝） 忠則鼎

命」と見える。



特別展

第53回正倉院展
東・ 西新館 10月27日出~11月12日（月）

毎年恒例の正倉院展が、本年 も当館で開か

れています。出陳宝物は屏風や花麿毛などの調

度品、侃飾品の刀子、筆や墨などの文房具、

乞巧莫で用いた用具、文書、染織品、仏具、

献物几．献物箱、聖語蔵の経巻類に分類する

ことができます。 蘇芳地金銀絵箱（正倉院） 金銅花形合-f(正倉院）
このうち、調度品には鳥毛帖成文書屏風、

紫檀木画挟試、平螺釧八角鏡など珈武天皇の遺愛品

が出陳されます。乞巧奨は七夕祭の ことで、女性た

ちが針仕事の上達を祈るのに用いた針や糸などを見

ることができます。 文書には東大寺封戸処分勅讃を

はじめ束大寺に関する記録類が多く 含まれ、ほかに

正税帳、戸籍など奈良時代の生活を知る貴璽な文書

が多数展示されます。仏具には金銅八曲長坪のよう

な東西交渉の歴史を物語る品や、斑犀如意、 金銅花

形合子などがあり、献物几． 献物箱には白檀の美し

さを話かした白檀八角箱が注目されます。

本年 も多彩な内容の正倉院宝物の数々が展観され

ます。 秋のひとときを、 是非、第53回正倉院展でお

過ごしく ださい。

特別陳列

岡寺の歴史と美術
束新館 9月18日図~10月8日（月・祝）

東大寺封戸処分勅書（正倉院）

奈良県明日香村に位憤する岡寺 （龍薔寺）は天智天皇の勅願にて創建された と伝えられ

る古刹です。この特別陳列では同寺に伝来した数々の寺宝を一堂に展観し、また近年、 五

百数十年の時を経て再建された三重塔に このほど設岡される壁画もあわせて披露 します。

【出陳品】 :35件 （うち国宝 1件、重要文化財 6件）

生誕800年記念 特別陳列 ◎菩薩半珈思椎像（岡寺）

西大寺興正菩薩叡尊 1201-90 一民衆を救った生き仏一
束新館 12月 1日田~12月24日（月・振休）

興正菩薩叡尊(1201-90)は鎌倉時代の高僧で、西大寺中興の祖として知られてい

ます。 釈迦・ 舎利 ・文殊などに深い信仰をもっていた叡尊は、授戒を中心とした宗

教活動で多くの信者を獲得し、生涯におよそ700もの寺院の創建ないし修復を成し

遂げました。また最下層の人々の救済に尽力し、 朝廷や幕府からの深い帰依を受け

て、 蒙古襲来を防ぐ祈祷など国土安泰の修法もお こないました。 近年、 叡尊に対し

ては、歴史 ・思想 ・美術・ 福祉な どさまざまな方面から強い関心が集まっています。

叡尊の生誕800年に当たる今年、叡尊の肖像 ・筆跡、伝記、叡尊が直接制作に関わっ

た仏像 • 仏画・エ芸品などを一堂に集め、叡尊の魅力に迫ります。

【出陳品】 :31件（うち国宝 2件、重要文化財14件）

特集展示

大仏殿様の四天王像／地蔵菩薩とその周辺
本 館 ~12月 2日（日）

善円と快成／動物たちの彫像
本 館 12月4日因~12月24日（月・振休）

◎叡尊像（西大寺）

本館12・13室では、彫刻の多様な魅力を紹介するため、テーマ特集の展示を行っています。

平常展

仏教美術の名品
本 館 ~12月24日（月・振休）

西新館 ~10月 8日（月・祝）、11月28日困~12月24日（月・振休）

本館では、 飛鳥時代か ら鎌倉時代に至る仏像を中心とした日本彫刻、 及びその諒流ともいう べきガンダーラや

中国などの諸作品を幅広く紹介しています。西新館では、仏教美術の名品を絵画・書跡・ 工芸 ・考占のジャンル

別に展示しています。多数の国宝 ・重要文化財を含む名品が含まれており、随時展示替えも行なっています。



特別展「第53回正倉院展」 東・西新館

鳥毛帖成文古屏風、山水央織屏風、紫檀木画挟帆、白綾褥、彩絵挟賦脚、紫檀小架、平螺錦

背八角鏡、漆皮鏡箱、鉄漫背鏡、金銀絵鏡箱、花既、棚厨子、棗把鞘四合刀子、斑犀把白牙

撥鍍鞘刀子、斑犀把彩絵鞘金銀荘))子、白葛箱、笙、漆皮箱、墨、銀針、銅針、鉄針、緑麻紙

針喪、白色線、黄色線、赤色線、造仏所作物帳・七夕詩習書、沙金桂心請文、東大寺封戸処

分勅書 沢栗木箱、越中国射水郡須加開田地図、東大寺越中国諸郡庄園惣券第一、杉小櫃、

大倭国正税帳、御野国戸籍・陸嗅同戸 口損益帳、遠江国浜名郡輸租帳、僧綱牒、写疏所符、

緑綾帳、白綾）L褥、紫地錦覆、黄地緑地央繍羅袷裂、浅緑目交綴覇施衣服、赤紫黒紫羅間

縫羅帯、順面接腰残欠、錦横、紫地亀甲殿堂文錦、八角天倫残欠、唐卓文鈴、子持鈴、梃子

形鈴、瑠璃玉飾杞子形鈴、杏仁形鈴、瓜形鈴、蓮華形鈴、瑠璃玉付玉、瑠璃玉付玉、露玉、斑

犀如意、漆如意箱、密陀絵盆、金銅花形合子、金銅八曲長杯、蘇芳地金銀絵箱、白檀八角箱、

緑地金銀絵長方几、彩絵長花形几、白綾褥、沈香木画双六局、亦漆八角床、彩絵三卜八足

几、成唯識論巻第四、増壱阿含経巻第九、 金光明経巻第一 紫檀小架

特別陳列「岡寺の歴史と美術」 東祈館

◎天人文噂（岡寺）、◎閲凰文塘（奈良・南法華寺）、軒丸瓦・軒平瓦、碑、瓦塔断片（以上岡寺）、◎諸寺縁起集 〈18帖のう

ち〉（醍醐寺）、水鏡巻上（東京国立博物館）、龍蓋寺緑起（岡寺）、◎ I巻 抄巻第六（醍醐寺）、仏指、〇義淵僧正半像、◎
菩薩半珈思惟像、◎釈迦涅槃像、釈迦十六善神像、◎如意輪観音像、不動明モ像、愛染明王像、地蔵菩薩二童子像、弁

オ大像、弁オ天I五崖子像、高野四所明神像、弘法大師像、 琴棋古両図、両部大経感得図、扁額、金銅宝塔、岡寺境内絵
図、厄年表、西国三十三所御詠歌版木、西国二十三所巡礼元祖十二人先達御影像版木、如意輪観音・不動明王•愛染明

士像財反才こ、牛r宝印版木、仏足跡版木、岡寺境内絵図版木、 三重路初謄壁両（以上岡寺）

生誕800年記念特別陳列 「西大寺興正菩薩叡尊 1201-90ー民衆を救った生き仏ー」 東新館

◎叡尊書状、◎叡尊吾状（以上西大寺）、◎叡尊占状（法華寺）、◎感身学正記、胚正菩薩行実年譜

（以上四大寺）《後半〉〉、 叡尊遷化之記（極楽寺）、関束往還記前記（金沢文庫）、閃束往還記（前田育

徳会）、◎四大寺二宝料田畠目録、西大寺別当東範囲状、西大寺別当乗範臨文案、梵網経古迩記

輔行文集（以上西大寺）、般若寺文殊緑起等、◎叡尊願文（以上般枯寺）、◎法華寺舎利縁起（法華

寺）、聖徳太子講式、◎叡尊像ならびに納入品、◎釈迦如来像納入品、◎愛染明土像な らびに納

入品〈〈後半》、愛染明王像《前半〉〉、◎大黒天立像、叡尊像〈祖師忌用〉、叡尊像〈受戒・夏安居用〉、◎

文殊菩薩騎獅像、釈迦三尊十八善神像、両界曼荼羅、◎釈迦二諄像〈仁主会本尊〉、＠壇塔ならび

に宝珠・水精五輪塔、＠鉄宝塔ならびに五瓶・舎利容器（以上西大寺）、◎火焔市珠型舎利容器

（海龍王寺）、密教法具 〈伝叡尊所持〉、光明真言厨----f(以上西大寺） ◎愛榮明王像（西大寺）

特別出陳本館

I@薬師如来立像（唐招提寺金堂）

平常展 「仏教美術の名品」 本館・西新館

本館 10/2~12/24 

特別出陳西新館 (~10/8, 11/28~) 

11 ◎薬師二尊像（薬師寺講堂）

【彫刻】第1室 飛鳥～奈良時代の彫刻 ◎脱活燒漆木造梵天立像、◎乾漆木造伝救脱菩薩立像（以r.秋篠寺）、乾漆
天部形坐像、塑像侍者坐像（以上門館）、◎木心乾漆阿悶如来坐像（西大寺）、＠脱活乾漆 目撻連立像、＠脱活乾漆舎利

弗立像、＠脱活乾漆緊那羅立像（以上興福寺）、◎木造西大門勅額（束大寺）、◎木追十一面観音立像（薬師寺）、◎銅造

光背 〈二月堂光背〉（東大寺）、＠銅迅法華説相図（長谷寺）、◎銅造観音菩薩立像（当館）、◎銅造誕生釈迦仏立像（正眼

寺）、銅造誕生釈迦仏立像、銅造誕生釈迦仏立像、銅造誕生釈迦仏立像、銅造誕生釈迦仏立像、銅造誕生釈迦仏立像

（以上個人） ~12/2◎銅造薬師如来坐像（当館）

第2・3室 平安・鎌倉時代の彫刻 ◎木造阿弥陀如来立像〈裸形阿弥陀〉（浄士寺）、◎木造増長天立像（当館）、◎木造

広目天立像（興福寺）、◎木造多間天立像（当館）、〇木造行賀上人坐像〈法相六祖像のうち〉（興褐寺）、◎木造弥勒菩

薩坐像（薬師寺）、◎木造十一面観音立像（元興寺）、◎木造千手観音立像（妙法院（蓮華王院））、＠木造薬師如来半像

（当館）、＠木造薬師如来坐像（元興寺）、木造如来立像（当館）、◎木造吉祥天立像（法明寺）、◎木追ト一面観音立像

（薬師寺）、◎木造聖観音立像（観心寺）、◎木造千手観音立像（園城寺）、◎木造十一面観音Wー像（勝林寺）、◎木造十 一
面観音立像（地福寺）、◎木造観音菩薩立像（セゾン現代美術館）、木造菩薩立像（当館）

第4~6室 ガンダーラ・中国・朝鮮半島の彫刻 〈ガンダーラ〉石造如来立像、石造菩薩立像、ストゥッコ如来頭部、

ストウッコ如来半像、ストウッコ菩薩立像、ストウッコアトラス像、 石造貴婦人群像（以上個人）、石造仏伝図浮彫

（当餡）、〈中国〉銅造仏三眸飾板、銅造誕生釈迦仏立像、（以上個人）、銅造二仏並坐像（当館）、銅迅菩薩坐像、銅造力

上立像、◎木辿諸尊仏命（以上個人）、方形独尊坐像噂仏、方形阿弥陀三尊噂仏、方形独尊噂仏、小型独尊博仏（以上当

館）、多宝塔博仏、石造如来頭部〈雲岡〉、石造菩薩頭部 〈箪県〉、-Li造如来頭部 〈天龍山〉、石造仏五尊碑像、石造仏立像、
石造仏浄士碑群像、◎石造三尊仏蒜（以上個人）、 ~12/2石造菩薩半珈像（個人）、◎脱活乾漆力士立像（当館） 12/4 

～◎石造三尊仏贔◎石造十一面観音立像（以上当館）〈朝鮮半島〉銅造如来古像（光明寺）、銅造如来立像（当館）

第7~11室 日本彫刻の諸相 ◎木造観音菩薩古ー像（本山寺）、◎木造十一而観音立像（当館）、◎木造菩薩立像（個
人）、◎木造弥勒仏坐像（東大寺）、銅造如来立像（当餡）、◎銅造観音菩薩立像（金剛寺）、◎銅造観音菩薩立像（法降

寺）、◎銅造菩薩半珈像（東大寺）、銅造菩薩宣像（興福院）、◎銅像薬師如来

立像（般若寺）、銅造観音菩薩立像〈仏像型〉（個人）、◎銅造観音菩薩立像

（観心寺）、銅造菩薩吃像〈伝白山出土〉（当館）、◎木造舞楽面・散手、◎木造

舞楽面・貴徳（以上東大寺）、◎木造舞楽面・新烏蘇（春日大社）、木造舞楽面

・毘裔八仙、木造舞楽面・ニ の舞腫面（以上 当館）、◎木造行道面（浄土寺）、

木造阿弥陀如来坐像、木造阿弥陀如来立像（以上当館）、木造阿弥陀如来坐

像（金剛寺）、木造大日如来半像（西城戸 町）、◎木造増長天 窃像（称名寺）、

◎木造増長天立像（法明寺）、木造阿弥陀如来及両脇侍像（峰定寺）、木造阿

弥陀如来立像（個人）、木造弥勒菩薩▽像（林小路町）、◎木造卜三神将立像

〈辰・未〉（室生寺）、木造愛染明干半像（当館）、◎木造馬頭観音吃像（浄瑠璃

寺）、◎銅造蔵王権現立像（大峰山廿）、木造蔵王棒現立像、木造伊豆山権現

立像（以上当館）、木造大将市神坐像（大将軍八神社）、＠木造八幡三神坐像

（薬師寺）、木造男女神像（当館） ~12/2木造舞楽面・岸術八仙、木造十― ◎木造獅子（廿館）

皿観音立像、◎木造狛犬（以上汽館）、銅造観音菩薩立像、木造如淫輪観音

坐像 12/4~木造舞楽面・納曾利、木造舞楽面・皇仁庭（以上春日大社）、◎木造地蔵菩薩立像（長命寺）、

木造大将軍神坐像（当館）

第12・13室 ~12/2特集展示〈大仏殿様の四天王像〉◎木迅四天王立像（海仕山寺）、木造四大王立像

（霊山寺）、特集展示〈地蔵菩薩とその周辺〉◎木造明星菩薩立像（弘仁寺）、◎木造龍猛菩薩立像（泰雲

院）、木造地蔵菩薩吃像（十市町白治会） 、◎木造地蔵菩薩立像（大福寺）、木造地蔵・龍樹菩薩坐像（当

館）、◎木造地蔵菩薩立像（束大寺）、◎木造地蔵菩薩立像（長命寺）、木造地蔵菩薩立像（万福寺）、◎木

造地蔵菩薩立像（春覚寺）、木造地戟菩醐立像（長谷寺）、木造地蔵菩醐坐像（正法寺）

12/4~特集展示〈善円と快成〉木造十一面観音立像、◎木造愛染明王坐像（以上当館）、◎木造釈迦如
来坐像（東大寺）、◎木造地蔵菩薩古像（春覚寺）、〈動物たちの彫像〉◎埴輪牛（田原本町敦委）、埴輪犬

（個人）、◎木造狛犬、◎木造獅子、木造獅子頸（以卜当館）、木造獅了頭（東大寺）、木造龍頭、木造舞楽面

・崖裔八仙（以上当館）、木造舞兜面・陵王 （氷充神社）、木造牛頭、銅造春 日神鹿舎利厨子 （以L当館）
西新館 ~10/8、11/28~ 12/24 

【絵画】 11/28~◎釈迦三尊像（総灼寺）、◎阿弥陀四十九化仏来迎図（光明寺）、◎

十一面観音像（太山寺）、◎五明上像（一乗寺）、愛染明王像（当餡）、◎-トニ天像（即

衆来迎寺）、十六羅湮像（浄土寺）、◎法然上人絵伝（奥院）、◎逝行上人緑起（光明

寺）、春日宮曼荼羅•仏涅槃図（個人）、春日宮曼荼羅（当館）、春日名号曼荼羅（当
館）、鹿島立神影図（当館）、春日鹿曼荼羅（西城戸町）、 春 日社寺曼柴羅 （当館）、南

円堂曼荼羅（当館）、春日南円堂曼荼羅（長谷寺）、◎春日本迩曼荼羅（宝 山寺）、春

日地蔵曼荼羅（当館）、 春 日下体地蔵図（当館）、春日文殊曼荼羅（当館）、 春 日毘沙

門天曼荼羅（当館）、 春 日赤章f像（植槻八幡神社）
【書跡】 11/28~◎春日権現講武（高山寺）、◎地蔵講式（笠置守）、◎弥勒講式（笠

置寺）、観音講式、諸菩薩求仏本業経（五月 一 日経）（以上汽館）、自在王菩薩経（五

月十一日経）（海龍王寺）、般若燈論釈（薬師寺）、◎悶磨（東大寺）、◎法華経（丹生

津比売神社）、紺紙金字鬼問目連経（神護寺経）（当館）、＠法華経（長谷寺）

【工芸】 11/28~@蓮唐華蒔絵経箱（当館）、◎金銅透彫経筒（万徳寺）、百万塔（汽
館）、＠金銅透彫華籠（神照寺）、竹製華籠（件洵寺）、 金銅装説相箱（個人）、◎黒漆

戒体箱（万徳寺）、＠金銅透彫幡頭（中尊寺金色院）、◎金銅透彫華聡、錦幡、散蓮華

蝶文螺細卓、馨架、孔雀文繋（以上当館）、＠令銅密教法具 （厳島神社）、◎銅饒（円

福寺）、◎金銅独鈷鈴、◎金銅三鈷鈴（以上個人）、金銅五鈷鈴（当餡）、◎金銅宝珠 ◎十＿天像

鈴（個人）、金銅塔鈴、 金銅独鈷杵（以上当館）、金銅三鈷杵（個人）、金銅五鈷杵、金 （聖衆来迎寺）

銅火舎、金銅華瓶（以上当館）、◎堆朱香合盆（即衆来迎寺）、柄香炉（高山寺）、輪宝、闊磨、六器、火舎（以

上当館）、 金山寺香炉（長谷寺）、◎宝相華文如意、錫杖頭、錫杖頭、錫杖頭、◎金銅鰐口、◎梵鐘、梵蹄（以

上当餌）

【考古】 11/28~◎鳳風文塘（南法華寺）、方形—¢糾専仏 〈橘寺出_L〉 （当館）、方形二尊博仏 〈）II原寺裏山
出じ（明日香村教育委員会）、方形三尊博仏〈南法華寺 出土〉（南法華寺）、堕像〈滋賀・雪野寺出土〉（個

人）、連花文鬼瓦〈奈良・奥山久米寺出土〉（京都国立博物館）、鬼瓦〈伝奈良・中山瓦窯出土〉（当餡）、◎鬼

瓦〈奈 良・大安寺出上〉 （個人）、鬼瓦 〈奈良・秋篠寺出土〉（個人）、石製九輪〈奈良・山村廃 寺出土〉（円照

寺）、＠粟原寺伏鉢（談山神社）、瓦塔 〈静岡・ 三ケ日町出土〉 （当餡）、＠東大寺金堂鎮壇具 （束大寺）、 霊安

寺塔跡出土鎮墳具（当館）、◎山代忌寸真作墓誌（当館）、行基勢誌残欠（当餡）、

◎青磁鉢（正暦寺）、金銅厨 了形経筒（当館）、銅経筒 〈平治元年銘〉（当館）、＠朝

熊山経塚遺物〈三中・経ケ峯経粽出土〉（金剛証寺）、粉河経塚出土陶製外筒（当

館）、伝和歌山・白浜経塚出土 品（当館）、伝差媛県北条市出土陶製経筒（当館）、

◎藤原道長願経〈奈良・金峯山経塚出土〉 （金峯神社）、紙本朱甚法華経 〈伝大分

県出土〉 （当館）、紙本墨書法華経〈和歌山・粉河経塚出士〉（当館）、◎紙本困害法

華経 〈紀伊王子神社経塚出土〉（比井王子神社）◎銅板経 〈大分・長安寺経居出

土〉（長安寺）、瓦経 〈福岡・飯盛山経塚出土〉 （当館）、 肯石経〈愛媛・大日堂経塚出

+〉（当館）、泥塔経〈鳥取・智積寺経塚出土〉（当館）、◎線刻蔵王権現鏡像（金峯

山寺）、経塚出十鏡（個人・ 当館）、◎伝福岡県出土経筒・付如来立像（当館）、金銅

宝瞳形経筒（当館）、瑠璃紐銅経筒（当館） 行基墓誌残欠（当館）

@=国宝 ◎＝重要文化財 出陳品は都合により一部変更する場合があります。
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展覧会の奥深さと素晴らしさ

ー特別展「仏舎利と宝珠一釈迦を慕う心―-」をみて一

この展覧会は、インドから中国・韓国・日本と三国

伝来の仏舎利を中心とする「舎利荘厳の美術」を一堂

に集めた実に素晴らしい展示であった。私は初日と 8

月後半の 2回、拝見する機会を得た。

たしか、 7月 9日の読売新聞の夕刊にカラー入りの

展示案内が載っていたので、事前にほぽ展示内容はつ

かめていたが、実際の会場に入ると、そのきらびやか

さと荘厳さには目を見張るものがあった。

展示そのものは、 (1)寺院の象徴、 (2)願いをかなえ

る舎利、 (3)舎利信仰の広がり、の 3部からなる。展示

宝仙学園短期大学学長 真鉗｝ イ変照

特別展のエントランス

室の最初のほうに陳列された「ソーナリー第二塔出土舎利容器」（英国 ビクトリア・アンド・アル

バート美術館蔵）は、 19世紀中頃、インド考古局長のカニンガムが、苦心の末に本国イギリスヘと

持ちかえったものであるが、今回の展示品の中では、特に出色のものである。また、初日に展示替

一覧表をもらっていたので、二度訪れることにしたが、その時には、珍しい「宝徳印塔雁嵌装舎利

厨子」（福田寺蔵）など数多くの閏係遺品を見ることもできた。展示内容はいずれも見ごたえのある

もので、また図録も見事な出来ばえであった。

松林寺五屈鳴塔納置舎利容器

私は会場で、韓国の有名な金色の舎利殿「松林寺五層博塔納置

舎利容器」（韓国 国立慶州博物館蔵）にじっと見入る老夫婦を見

かけた。わずか14センチメートルの小さな神の家を見つめる二人

の様子が、またなんと神々しい光景であったことか。仲むつまじ

いこの老夫婦の姿は、 この展覧会だからこそ似合う風景なのかも

しれない。老夫婦のうちの奥さんが、 ご主人に向かって「お釈迦

さんも最後はみんな家をつくってあげて、お慈悲の気持ちであた

ためようとしていたのかしらねぇー」と言ったのが印象的であっ

た。

この老夫婦をみていて、舎利は、釈迦を慕う心の融合というよ

け、その前に釈迦の核心に迫けつつも「礼拝する」という仏教の

根元的な行為の意味が、直接その造形に表現されているように思

えた。釈迦への想いは、あるときには四角い箱のようなイメージ

で覆ってみたけ、またあるときには丸いもので何重にもつつんでみたけしながら、やっとの思いて、
iiしヽ が i、

苦難をのけこえて、ようやくわが国にたどけついた。展示品の変遷を通して、釈迦の形骸（御骨）

というものを、 どれほど多くの人々が想い、慕ってきたかがわかけ、その人々の心をいろいろ

なかたちに置き換えて表現しようとする、舎利のデザイン化・多椋性に、私は興味をおぼえた。

この展覧会は、タイトルからみても、内容から考えても、なかなか理解しにくい難解なものと考

えられがちだけれども、展示そのものは意外と釈迦を

慕う心のすがたをズバリと言い当てているように思う。

G・ ュングが人間の深層心理なるフィルターを通して、

心の中にマンダラを見出したのと同じように、人は美

化された死後の証をわが身の近くにいつも持ちつづけ

たいと願うのだろう。

今回の特別展では、霊験あらたかな舎利信仰のあか
/ ャ, h 

しを時代の変遷とともに見ることによけ、いかに釈迦

牟尼に寄せる古代の人々の思いが強かったかが、改め

て手にとるようにわかった。奥深さ・すばらしさを実

感させる展覧会であった。
特別展会場の陳列風景



●公開講座
10月27日(±)文書から見た正倉院宝物 奈良大学教授東野治之

11月 3日(±) 年庫繭年代法と正倉院宝物

独立行政法人奈良文化財研究所埋蔵文化財センター発掘技術仙究室長 光谷 拓実

11月 4日（日）山水央顧屏風と奈良時代の絵阿 美術主長中島 博

11月10日W 止倉院古裂の由緒と近年の整理 宮内庁正倉院事務所保存課整理室長尾形充彦

12月 9日（日）解脱何日ー叡尊と文殊信仰ー 長崎純心大学教授平田 寛
- - -- -- -- -- - ----- -- -

いずれも13時30分より 15時まで、溝堂にて間催します。聴講は無料です。ただし定貝は各回200名で、

当日の先着順です。

●ギャラリートーク
10月 8日（月・祝）岡寺の歴史と芙術 学芸課長梶谷亮治

10月10日(;)<)平安初期彫刻の魅力 企画室長岩田茂樹

11月14日困来迎の彫刻 美術室研究員谷口耕生

12月 5日因興正菩薩叡尊 —心と形— 資料管罪研究室長西山 厚

12月12日ぶ春日曼荼羅 美術室長中島博
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
原則として毎月第 2水曜日に実施しますが、展覧会にあわせて追加開催します。いずれも14時より。

陳列室にて。人館者の聴溝白由。

● 「親と子の文化財教室」受講者募集
第 6回 10月1:3日(±) 聖徳太子はどんな字を書ぃたのか 資料管理研究室長西山厚

第 7回 11月24日（十）飛鳥時代の工芸品 工芸室長内籐栄

第 8回 1月12日己）人物・遺産で探る飛烏時代の歴史 教育奎長宮田康和
- - - - -- -- - - -- --
小学 5・6年1と中学生、その保護者を対象にした教宰です。今年度は『飛鳥時代の歴史と美術』をテ

ーマに勉強します。

0はがきに、「親と子の文化財教室参加申込」と記入の上、氏名・住所・郵便番号・学校名・学年・電
話番号・阿伴する保護者の氏名・参加を望される月日（いくつでもかまいません）を必ず記人して、

〔〒630-8213奈良市登大路町50 余良国立博物館 教育室］まで、お市し込みください。 (FAX叩

〇参加費は無料。定員は100名（先着順）。当餡講常において1()時から12時まで行います。

●ボランティアによる解説（ご案内）
0ボランティアによる解説を、開館Rの10時~13時、 13時30分~16時30分の時間帯に展示室で行って

います。解説に要する時間は、人餡者（個人・グループは間いません）のご希望に応じ、対応させて

いただきます。

〇学校行事（修学旅行・校外学習等）や研修会等で人館される団休には、展示室での解説のほか、講堂

や学習室でコンピュータ画像を使って「ぶつぞう入門」（約30分）・「奈良の九社寺と仏像」（約50

分）をテーマにボランティアがわかりやすく解説します。 20名以上の団体の場合は、事前にご相談

のうえ、ご予約をお顔いします。ご予約• お間い合せは教育室 宮rn〔屯話0742-22-7008 月～
金曜日の 9時~17時〕まで。

間餡時間 9時30分~17時（『倉院展期間中は 9時~]8時）

4月最後の金曜日から11月の第 2金暉日までの金曜日は、 19時まで間館。

（ただし、 11月 9日（金）は止倉院展（新餡）が19時まで、平常展（木餡）のみ17時まで）

※いずれも入餡は閲餡の30分前まで

休餡日 月曜日（ただし、 10月 8日（月・祝）、 12月24日（月・振休）は開館、 11月 9日（必は閉館。止倉院展期間期

中は無休）、 12月25日（心~l月 3日(;Jq

観覧料金 毎週上曜日は、小・中学生無料（正倉院展を除く）。

I I I大 人 I高・大生 1小・中生II特別陳列
正倉

院展
一般 I1000円

前売・日休 900円

700円

600円

400円

300円

大 人 i高・大生小・中生

几
又刹

平常展 団体

420円

210円

130円

70円

70円

40円

※団体は責任者が引率する20名以上。

※前売はl(J月26日（釣まで当館・近鉄 1:要駅・近鉄サービスネット営業所・チケットびあ・ファミリーマ

ートで販売します。

※正倉院展料金で平常展もあわせて観覧できます。

『奈良国立博物館だより』は、 1・4・7・10月に発行します。郵送をご希望の力は、何月号かを明記し、

返信川封筒 (80円切手貼付、宛名明 ~,2) を同封して、当餡の企画室にお申し込み下さい。

〒6308213奈良市登大路町50TEL0742-22 7771 FAX0742-26 7218テレフォンサービス0742-22-3331

ホームページ〈URL〉http: / /www. narahaku. go. jp/ 
奈良国立博物館




